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相模湾の波浪特性?

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































O 8．36 0．301 1 1 6I59 10．3 12 8．OO O．396 7．88 15．3 7．32 2．76
1 8．54 O．343 ⊥ 』 一 止 13 7．80 0．360 u ■ ■
2 7．85 O．326 7．39 22．7 ■ 14 9．28 0．316 7．55 30．2 ■ ■
3 8．88 0．336 L ■ 7－76 5．65 15 7．95 0．552 … ■ 7，68 3．48
4 9．50 O．248 8，08 16．7 7．69 7．88 16 7．97 O．457 7．40 27．5 8，48 3．59
5 7．88 0．370 ⊥ ■ 8．01 8．87 17 8．26 O．533 L 1 ■ 1
6 8．58 O．371 7．泓〕 22．4 8．23 4．30 18 8．49 O．424 7．98 17．7 7．54 6．86
7 8．45 0．330 ■ ■ ■ ■ 19 8．O1 0．510 L　一 ■ ■ ■
8 8．00 O．331 7．55 21．9 7．81 3．65 20 7．84 O．622 8．03 20．0 ■ ■
9 9．01 O．315 皿 ■ 7．20 4．15 21 7．89 O．669 ■ 一 8．47 8．52
1O 7．妬 O．238 7，36 31，O 1　　　■ ■ 22 8．18 0．757 8．54 9．97 ■ ■
11 8．49 0．311 一 ■ 6，94 3．60 23 7．75 O．685 ■ ■ L ■
（』）　うねりの特性（l1月19目〕
1981年






O 8．21 0．778 8．25 18．8 8．12 8．27 12 8．40 O．386 7．81 21．1 8．58 5．41
1 8．59 0－592 ■ ■ ■ 一 13 7．59 O．480 ■ ■ … 一
2 8．91 0．582 8．50 27．O ■ 」 14 9．71 0．266 7．54 27．1 ■ ■
3 8．70 O．456 ■ ■ 8．50 7．85 15 8．24 O．412 ■ ■ 8．48 4．28
4 9，04 0．305 8．23 20．2 ■ ■ 16 7，56 0．256 8．05 28．6 8．24 4．62
5 8．38 O．412 ■ 一 8，11 3．98 17 9．23 0．278 ■ ’ ■ ’
6 8．44 O．4α5 8，25 20．8 8．45 5．92 18 7．85 0，272 7．77 15．5 8．07 4．37
7 8．24 0．367 ■ 川 ■ 』 19 9．43 O．281 ■ ■ ■ ’
8 7．84 O．398 8．OO 14．4 7．73 4，93 20 8．68 0．323 7．83 10．7 一 ■
9 8．22 0．396 ■ ■ 7．89 4．97 21 7．67 0．300 一 ■ 10．39 3．76
1O 7．67 O．288 7，43 18．6 ■ 』 22 9．58 0－231 7，95 7．90 ’ 1










O 10．19 0．225 8．27 11．3 1O．57 3，97 12 9．98 0．300 1O．17 4．44 10．22 3．13
1 9．62 0．254 ■ ■ ■ 一 13 9，93 O．382 ■ … 一 ■
2 10．16 O．225 10．54 9．1O ■ ■ 14 9．90 0．366 9．99 5，92 ■
3 10．70 O．192 ■ 一 10．67 3．13 15 9．84 0．611 」 10．45 3．06
4 10．70 O．304 9．14 7．40 ■ 16 9．44 0．522 9，47 6．89 10．46 2．62
5 10．23 O．298 ■ ■ 1O．88 3．03 17 9，76 O．643 L 川 一 ■
6 1O．08 O．209 9．96 6．80 10．80 3．91 18 9．36 0．479 1O．46 10．7 9．82 3，12
7 9．93 O．286 皿 ■ ■ 一 19 9．57 O．447 ■ 一 皿 ■
8 10．07 O．295 9．35 9，15 10．83 3．27 20 9．54 0．480 10．78 8．46 ■ ■
9 10．46 0．294 一一 一 1O．42 4．52 21 8．57 OI293 1 ■ 10，40 3．00
10 9，98 O－357 9．98 7．29 ■ ■ 22 10．OO 0－300 10．48 4．33 10．42 2．95
11 9．62 0．312 皿 10．29 3．91 23 10．16 O．270 ■ ■ ■ ■
（δ　風浪の特性（11月20同）






0 ■ ■ 一 ■ ’ L 12 4．05 O．189 4．75 7．55 4．68 4．11
1 1 ’ 1 ■ ■ ■ 13 4．40 O．484 ■ ■ ■ ’
2 4．86 0．201 4．03 1，28 ■ ■ 14 5．21 1．29 5．07 14．8 ■ 一
3 4．86 O．271 ■ ■ 4．12 0，990 15 5．Ol 2．84 ■ 4．64 7．67
4 4．79 O．498 3．66 O．865 ■ ■ 16 5．77 3．49 5．45 12．1 4．62 6．25
5 4．53 0．286 ■ ■ 3．83 1．45 17 5．89 2．76 ■ … … 一
6 4．16 0．I09 3．56 1．19 3．81 1．74 18 5．44 4．16 4．76 9．34 4．81 4．92
7 3．93 O．0866 一 ⊥ 一 ■ 19 5．82 3．71 止 ■ ■ ■
8 4．03 O．0563 4．07 4．02 4．20 1．71 20 5，85 3．98 4．94 3．21 一 ’
9 3．55 O．0702 一 一 4．15 3．52 21 5．41 3．09 L ■ 5．15 2．17
10 3．75 OI0857 4．24 4．82 一 ’ 22 5．31 2．69 5．06 3．05 ■ 皿
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波 演 計 容量型波高計（観測塔）





モlO搬・ xlO㎞，・sN皿 観測時刻 RUN番号 Hz 観測時刻 RUN番号 Hz φ鴉／φ鴉
1 1O：40 O．］25 1．42 1O：43 O、ユ27 O．583 O．4ユユ
2 1O：50 CAL 1　　0、ユ17 1．33 lO：53 CAL l　　O．1］3 O．515 O．387
3 11：OO O．128 1．43 l1：03 O．l05 O．587 O．410
4 12：20 O．ユ22 2．43 12：23 O．132 O．719 O．296
5 12：30 O．129 1．72 12：33 O．127 O．993 O．577
6 12：40 O．1］9 3，14 12：43 O，i31 O．920 O．293
7 12：50 O．12ユ 2．57 12＝53 O．128 O．742 O，287
8 13：OO 〇一122 2．1O 13＝03 O，130 1．28i O．610
9 13：lO O．ユ20 3．33 ユ3：13 O．134 O．773 O，232
1O 13：20 O．122 2．31 13：23 O．125 O．973 O．42ユ
11 13：30 O．107 2，40 13：33 O．145 O．650 O．271
12 13：40 O，120 3，66 13：43 O．］19 O．552 O，15ユ
13 15：1O O．119 1．77 15：1O O．］25 O，686 0388
14 15：20 CAL 2　　0．121 1．40 15：20 CAL 2　　0，119 O．838 O．599
（b）1981年11月20Hの観租1」結果
波 浪 訓 容量型波高計 （観測塔）
1981年11月2011 うねりの特舛 風浪の特性 1981年11月20口 うねりの特性 風浪の特性 うね…胴・
［ ■ ■Ob2 ピーク周波数 φHs ピLク周波数 φ8W Ob2 ピーク鳳波数 φ丁富 ピーク筒波数 φ州 ルギーの上ヒ
X雌㎡・S X1脳・S X］欄・S xlO拙・sN皿 観測時刻 RUN番号 HZ Hz 観測時刻 RUN番号 Hz Hz φ楠／φ困
ユ 8129 O，096 1．27 026］ O．305 8133 O，101 0．465 O．257 O．ユ46 O，366
2 8139 CAL　l O．098 O．90 0．278 0332 8143 CAL　l O．096 O，661 O，272 O．174 O．734
3 8149 O，093 1，21 O．274 O．200 8153 O．094 O．567 O．268 〇一127 O．469
4 1Ol07 B1 O．099 2．91 O．236 ］．33 ユO103 BTl O．098 O，540 O．270 O．176 〇一186
5 101］7 O，104 314 O，243 3，1l ］O：I3 O、ユOO O，776 O．247 0166 〇一247
6 lO：27 0．102 3．Ol O．229 2．95 ］O123 0．098 O，744 O．268 O．178 O，247
7 lO137 0－102 2．60 O．225 3．52 lO133 O．105 O．686 0．265 O，135 O．264
8 1O147 O．102 2．61 O．224 4．49 ］O：43 O，105 0．65］ 0．279 O，158 O．249
9 1O：57 O．104 2．92 O，220 4．57 工O153 O，102 O．6］9 O．267 0．138 O．212
lO ユll07 B2 O．m1 3．37 0．214 6．63 1ユl03 BT2 O，099 O．367 O．284 O．ユ19 O．109
H 1］117 0．l03 4．33 O．2j1 5．65 1l：］3 O．098 O．681 0267 O．148 O，157
12 11127 O．lO］ 3．15 O．212 8．79 ］1123 O．101 O，502 O．259 O．142 O．159
13 ユ1：37 O．100 3．58 O．219 l1．53 ll：33 O，098 〇一642 O，279 O，180 O，179
14 H147 O．l02 4，31 O，211 8．03 ］l143 O．ユ05 O．418 O，244 O，278 0－097
ユ5 1l：57 O．ユOl 3．］9 O．217 ］2．64 1］：53 O．096 O，630 O．245 O．366 〇一］97
16 ］2：07 B3 O．093 3．23 O．208 ］1．60 12：03 BT3 O．l02 0．7C3 O．248 O，505 O．218
17 12：ユ7 O．098 386 O．204 ユ3．90 ユ21ユ3 O．102 〇一595 O，233 O．4劇 O、ユ別
18 ヱ2：27 O．108 3．91 O．198 ］4，06 ］2123 O、！OO 〇一758 O．221 O．958 O．194
19 ］2：37 O，102 3．22 O．202 12，56 12133 O．l05 O．698 O．220 ユ．070 O．2］7
20 12147 O，089 4．］5 O．196 ］5．64 ユ2143 O．103 O．82］ O．217 ］．327 O．198
2ユ 12：57 O，102 3，35 O．197 11．70 12153 O．098 O．749 O．205 O．994 O，224
22 ユ3107 B4 O，095 3．70 O，197 14．70 工3103 BT4 O，099 O．8］4 O，194 王．039 O．220
23 131］7 O，l02 33］ O，190 19．29 i3：13 O．096 O．659 0．202 1．4ユ7 O．199
24 13＝27 O，102 3．58 O．194 ］7．07 13；23 O，l03 O．537 O．191 1，2Jユ O150
25 I4159 O．099 2．］9 O．172 5，70 14103 O，10ユ O．813 0．192 2．947 〇一37】
26 ユ5：09 CAL2 O．ユ05 1．57 O．178 8，26 14113 CAL2 O．099 O．495 O．183 3．535 O，3］5
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6．まとめ
　本論文で，はじめに波浪の波高と波向を比較的簡単な方法で精度よく測定できる波浪計に
ついて議論した．今まで開発された吊り下げ圧力式波浪計について検討した結果，丸太型の
吊り下げ圧カ式波浪計を提案した．
　次に吊り下げ圧カ式波浪計による相模湾での波浪観測について議論した．今回の観測は，
相模湾中央海域での波浪の時問的発達の特性を明らかにすることにあった．うねりと風浪が
混在する波浪の場で，突風による風浪の発達が観測された．風浪はその周波数がうねりの周
波数の2倍の値に減少するまで発達したが，その間うねりはほとんど発達も減衰もしなかっ
たことであった．
　このような現象は，Hatori，Tokuda　and　Toba（ユ981）の実験結果と類似している．こ
の実験はあらかじめ造波機で規則波を作っておき，その上に風を吹かせて風波と規則波の発
達関係を明らかにしたものである．彼らはこの発達関係を4つの段階にわけて議論した．第
一段階は，風からのエネルギーが主に風波だけに入るために，風波の成分だけが発達し，う
ねりの成分はほとんど発達しない段階である．第二段階は，このように発達した風波の周波
数が規則波の周波数の2倍まで小さくなると，規則波が発達し始める段階である．この段階
で風波成分のエネルギーが規則波へ伝達される．第三段階は，風からのエネルギーはほとん
ど規則波に入り，規則波の波高はさらに大きくなる段階である．第三段階まで規則波の周波
数は変化しない．第四段階は，発達した規則波が風波の成長曲線を越えてさらに発達すると，
ついにはくずれて周波数は低周波に移行する段階である．この段階になると，規則波はその
性質を失い，完全な風波となる．すなわち2つのスペクトルピークをもった場は一つのス
ペクトルピークを有する純粋な風波の場となる．以上が実験室の規則波のある時の風波の発
達過程である．規則波をうねりと見なすと，今回の相模湾中央海域及び観側塔で得られた波
浪の発達情況は実験室の第ユ段階に対応していると言える．
　最後に，今後の課題として次のことが上げられる．
　（1〕観測の回数を増加して，うねりがある時の風浪の発達情況をさらに明らカ）にし，実験
室の場合と比較すること．
　（2〕相模湾へ入射する外洋の波浪として，石廊崎方面カ）らのものと波浮方面からのものが
考えられる．このために大島・平塚問ばかりでなく，それと直角方向一例えば三浦三崎・
真鶴問をも観測する必要がある．
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